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石の教会 
 

軽井沢の名所の一つに「石の教会 内村鑑三記念堂」があります。星野温泉

のあったエリアで今では星野リゾートとして知られています。この建物は 1988

年に明治・大正期におけるキリスト教の思想家・伝道者である内村鑑三の功績

を称えて建てられた記念館です。米国の建築家ケンドリック・ケロッグが設計

した斬新な建造物であり、建物を自然に融和させるオーガニック建築といわれ

る手法で、石とガラスの異なるアーチが太陽の軌道に沿って東から西へ弧を描

くように重なり合う独特の造形は、ケロッグの代表作ともいわれます。 

 

 

   
   「石の教会 内村鑑三記念堂」        記念堂に続く石畳 

 

 

2 階建ての地上は教会の礼拝堂、そして地下 1 階は記念堂になります。建物

沿いの石畳を下ると裏側には記念堂の入り口があります。 

その入り口の小さな扉の奥は洋風でモダンな静かな空間が広がり、内村直筆

の手紙や当時の貴重な写真、著作などの資料が展示されています。 

扉をくぐり、すぐ左側には墨書きされた英文の大きな額が目立ちます。英文

は「歯科医術たるは愛の御業（みわざ）なり」と訳されます。解説文には 



「もともと歯がよくなかった内村鑑三は星野温泉に滞在中、度々地元の歯科医

のお世話になった。マイクが無かった時代に大勢の観衆を前にして肉声で喋っ

ていた内村にとって、歯科医療はまさに愛の業であった。」とあります。 

 

 
「歯科医術たるは愛の御業（みわざ）なり」 

 

内村は 1861 年（文久元年）、高崎藩の江戸屋敷に生まれ、少年時代を群馬で

過ごします。札幌農学校に学び、独自の無教会主義を唱えたキリスト教伝道者

として知られます。若いころから身体は決して丈夫とはいえず、内村は毎年、

夏に軽井沢に避暑に訪れていました。星野温泉は当時、鄙（ひな）びた保養 

温泉で、そこの山荘に逗留（とうりゅう）していました。逗留中にもしばしば

持病である歯痛に襲われ、軽井沢には歯科医院がないため、汽車で小諸の歯科

医院まで通院していたそうです。 

内村が日々綴っていた日記には 58 歳から 67 歳までの 10 年間、歯痛に悩み

苦しんだ闘病の有様を痛々しく記しています。今日のように歯科医療が普及し

整備された時代とは違い、当時はむし歯や歯周病の痛みや苦しみは激しく、 

ときに死に至る病（やまい）でした。その苦痛を和らげ、大勢を前にして説教

をすることを可能にした歯科医療は自身にとってはまさに“愛の御業”だったの

でしょう。 

石の教会の礼拝堂には、一般的な教会にあるはずの十字架や祭壇は存在しま

せん。これは祈りたい人が信仰や制度にとらわれず、自由に集える場所こそが

教会であるという内村の無教会思想を反映しています。 

「上毛かるた」では日本の将来を導く明かりに例えて「心の灯台」と表現し、

内村の人格が称えられています。石の教会を訪れた人は、静かな森の中にたた

ずみ、周りの自然に融合したこの建造物に衝撃と感銘を受けるとともに、その

読み札の意味をさらに深く理解できるかもしれません。 



 

参考：中原 泉「文人と歯恩」一世出版（2021 年） 

石の教会 内村鑑三記念堂 https://www.stonechurch.jp 

 

                   【歯科口腔外科診療部長 今井 正之】 

 


